
伊勢崎清明高等学校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和２年度版） （様式１）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回点検・評価
方 策

評価対象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 外部アンケート等 改 善 策 自己評価 外部アンケート等 改 善 策

Ⅰ 特色あ １ 特色ある教育 ① 本校の教育課程（単位制）に満足してい ・新教育課程の検討と作成、アンケー
Ａ Ａ

新学習指導要領に基づいて、魅力
Ａ Ａ

新教育課程は、今後の大学入試の動
る学校づ 活動を行ってい る生徒が８０％以上である。 ト（生徒・保護者）の実施 ある新教育課程の完成を目指す。 向等を見極めながら確定していく。
くりに努 ますか。
めていま ② 本校の教育活動（学校行事、部活動、生 ・アンケート等を通した生徒ニーズの 感染症防止対策と教育活動の取組 ２学期以降、学校の教育活動は軌道
すか。 徒会活動等）に満足している生徒が８０％ 把握・分析、適正な部活動の推進、 Ｂ Ｂ を両立させるため、今後の諸活動 Ａ Ａ に乗ってきた。今後も感染症防止対

以上である。 学校行事・生徒会行事の充実 の実施方法を工夫する。 策との両立に努めていく。

③自分の学校が好きだと感じている生徒の割 ・面談等を通した生徒ひとりひとりの 面談等の充実により生徒個々の実 全職員参加の下で、本校の教育目標
合が８０％以上である。 抱える問題の把握、組織的な対応、 Ａ Ａ 態把握に努めるとともに、組織的 Ａ Ａ を具現化するための「グランドデザ

きめ細やかな指導の推進 できめ細やかな指導を充実する。 イン」の作成作業を進めている。

Ⅱ 生徒の ２ 生徒の実態に ①本校の授業に満足している生徒が８０％以 ・生徒の実態や反応等を意識した授業 年度末までに授業の遅れを取り戻 ＩＣＴ機器等を活用したオンライン
意欲的な 応じた指導を行 上である。 実践 Ｂ Ａ す。また、オンライン授業等につ Ｂ Ａ 学習の試行を推進するとともに、先
学習活動 っていますか。 いても段階的に準備する。 進的な授業実践の工夫に取り組む。
について
適切な指 ②習熟度別授業（数学・英語）がわかりやす ・生徒ひとりひとりの到達度の把握、

Ａ Ａ
生徒の学力を細かく分析し、個々

Ａ Ａ
生徒一人ひとりの学力を詳細に把握

導をして いと感じている生徒が８０％以上である。 適正なクラス編成 の達成度に応じた授業を展開する。 し、毎時間の授業実践に反映させる。
いますか。

③「総合的な探究（学習）の時間」に、主体 ・事前事後のきめ細かな指導、ガイダ 感染症防止対策による休校の延長 テーマ研究では、外部の専門機関（Ｎ
的に取り組んだと自己評価している生徒が ンスセンターの機能充実 Ｂ Ｂ により、計画的な取組ができなか Ａ Ａ ＰО）との連携の下で、より効果的
８０％以上である。 ・探究的な学習活動の推進 ったが、今後取り戻していく。 な活動を支援していく。

３ 生徒は確かな ①主体的に学んでいると感じている生徒が７ ・ＩＣＴの活用や授業形態、課題の工
Ｂ Ａ

感染症防止のための制限の範囲内
Ｂ Ａ

主体的・対話的で深い学びの実践と、
学力を身に付け ０％以上である。 夫等による授業改善 で、可能な授業改善を工夫する。 感染症予防対策を両立させる。
ていますか。

②基礎学力が身についたと感じている生徒が ・身につけさせるべき学力の明確化
Ｂ Ｂ

学習のねらいの明確化や、スタデ
Ｂ Ｂ

本校の先進的なスタディサプリの活
８０％以上である。 ・スタディサプリの活用 ィサプリの積極的活用を促す。 用を、より一層推進する。

③家庭での１日あたりの平均学習時間が２時 ・継続的・計画的な課題設定、学習習 適切な家庭学習課題を課すととも 面談等をとおして、生徒一人ひとり
間以上の生徒が５０％、１時間３０分以上 慣の定着、デジタルサービスの利用 Ｃ Ｃ に、進路目標の早期の明確化によ Ｃ Ｃ の学習に対する動機付けを行うこと
の生徒が７０％以上である。 り学習意欲の向上を図る。 により、学習習慣の定着を図る。

Ⅲ 生徒の ４ 組織的・継続 ①職員会議や年次会議等において、生徒に関 ・教育相談係会議、各年次会議、運営
Ａ －

生徒情報の取扱いには十分配慮の
Ａ －

生徒情報を共有することにより、よ
充実した 的な指導を行っ する情報交換を月に２回以上行っている。 委員会、職員会議等で情報交換 うえ、一層の共有を進める。 り組織的な指導の実現を図る。
学校生活 ていますか。
につ いて ②朝のＳＨＲの開始時に、生徒の健康観察を ・職員朝会の時間短縮、朝の健康観察表、

Ａ －
朝のＳＨＲにおける正・副担任に

Ａ －
感染症拡大が終息するまでは、特に

適切な指 日常的に行っている。 職員の業務改善、職員の共通理解 よる健康観察を、今後も継続する。 登校時の健康観察を厳重に行う。
導をして
いますか。 ③校内の美化・安全点検を、月に１回実施し ・全教職員による清掃指導、安全意識

Ａ －
月に１回の定期点検が形式的なも

Ａ －
感染症予防に係るアルコール消毒等

ている。 の徹底 のにならないよう十分留意する。 も含めた形で安全点検を実施する。

④いじめの発生防止に努め、いじめの解消率 ・家庭・関係機関との連携、教育相談
Ａ Ａ

常に情報収集や生徒観察を怠らず、
Ｂ Ｂ

いじめに係る全ての対応は、いじめ
が１００％である。 体制の一層の充実 組織的な対応を徹底する。 防止対策推進法に則って行う。

５ 生徒は健康 ①欠席率が１．２％、遅刻率が０．６％以下 ・家庭との連携強化、登校時玄関指導
Ｂ Ｂ

生徒個々の事情把握により、背景
Ｂ Ｂ

全体指導のみならず、生徒個々の諸
で、規則正しい である。 ・スクールカウンセラーとの連携 となっている問題の解決を図る。 事情に十分配慮した指導を行う。
学校生活を送っ
ていますか。 ②高校生らしい、規則正しい生活を送れてい ・家庭・関係機関との連携、教育相談

Ａ Ａ
今後も保護者等の理解や協力を得

Ａ Ａ
基本的生活習慣の確立が学校生活の

ると思う生徒が９０％以上である。 体制の充実 ながら、生徒への啓発を進める。 根本であるとの共通認識をもつ。

③あいさつがきちんとできていると思う生徒 ・登校時玄関指導、授業開始前指導
Ａ Ａ

学校生活全体をとおして、職員か
Ａ Ａ

あいさつが良好な人間関係構築のた
の割合が８０％以上である。 ・職員からの積極的な声かけ らの積極的な声掛けを行う。 めに不可欠であることを再確認する。

Ⅳ 生徒の ６ 計画的な指導 ①生徒・保護者向け進路通信を月２回以上発 ・「ガイダンスセンター通信」等の定
Ｂ Ｂ

保護者を巻き込み、親子で一緒に
Ｂ Ｂ

進路指導は、保護者との十分な共通
主体的な を行っています 行している。 期的発行（年次別も発行） 考える進路指導を目指す。 理解の下で行うよう配慮する。
進路選択 か。
について ②学校からの進路に関する情報を、役立つと ・ＳＨＲ・ＬＨＲ時の「ガイダンスセ 変化の大きな大学入試の動向や感 感染症拡大による生徒・保護者の不
適切な指 認識している生徒が８０％以上である。 ンター通信」の活用、ＰＴＡ新聞・ Ａ Ｂ 染症の影響など、不安を払拭する Ａ Ｂ 安を解消する観点からの情報提供に、
導をして 同窓会誌掲載の進路情報の紹介 ための情報を精選して提供する。 今後も十分配慮する。
いますか。

７ 生徒は自らの ①「自己の生き方」と「将来の職業」を真剣 ・ガイダンスセンターの機能充実、二 職員が最新の進路関係情報を共有 感染症予防対策の影響により中止又
進路について真 に考え、進路実現に向けて積極的に取り組 者面談・三者面談の充実、進路資料 するとともに、個別面談の機会を は延期した進路関係行事については、
剣に考え、その んでいる生徒が８０％以上である。 室の充実、面接週間、外部講師によ Ｂ Ａ 積極的に活用し、生徒や保護者が Ｂ Ａ 今後の動向等を慎重に見極めながら、
実現に向けて取 る講演会実施 進路相談しやすい雰囲気づくりを 十分な配慮の下で順次再開していく。
り組んでいます ・年次別保護者会の充実、保護者向け 行う。ガイダンスセンターの積極 保護者の来校を伴う進路行事も再開
か。 講演会の充実 的な利用を促す。 に向けての可能性をさぐる。

Ⅴ 開かれ ８ 家庭、地域社 ①学校の教育活動を保護者・地域住民に理解 ・ＰＴＡ総会時の公開授業、学校説明 感染症防止のための来校制限によ 中学生対象の学校見学会は、諸制限
た学校づ 会に積極的に情 してもらうため、「学校公開」を年３回以 会、講演会等 Ｃ Ｃ り学校公開の設定は難しい。今後 Ｂ Ｂ の下で実施することができた。その
くりに努 報発信をしてい 上実施している。 の動向を見極めながら工夫する。 他の公開も実施の可能性を検討する。
めていま ますか。
すか。 ②ＰＴＡ総会、年次別保護者会等に参加して ・ＰＴＡ総会時の公開授業・学級懇談

－ －
ＰＴＡ総会は中止したが、書面決

－ －
保護者の来校を伴う行事は実施でき

いる保護者が８０％以上である。 会、年次別懇談会等の工夫・充実 議（回答率９５％）を行った。 なかった。実施の在り方を検討する。

③ＰＴＡ新聞を年３回発行し、Ｗｅｂページ ・各分掌・部活動等からの情報収集、
Ａ Ａ

情報提供の手段として、今後もＷ
Ａ Ａ

情報発信については、直接の人的接
を毎月更新している。 学校行事等の撮影・記録 ｅｂページ等の充実を図る。 触を伴わない形態で充実させる。

９ 家庭、地域の ①保護者や地域社会の人を講師とした講演会 ・社会人講師特別授業（１年）、卒業 感染症防止の観点から、諸行事の 今後実施する社会人講師特別授業（１
教育力を活用し 等を年３回実施している。 生による受験報告会（１・２年）、 Ｃ Ｃ 実施方法を変更している。今後も Ｂ Ｂ 年）は、十分な感染症対策のうえで
ていますか。 外部講師による模擬授業（２年） 可能な範囲での実施を工夫する。 実施の準備を進めている。


